
「オビヌツズマブ初回投与時における infusion reaction に関する 

多機関共同後方視的研究」のお知らせ 

 

オビヌツズマブによるアレルギー反応（一般的にはインフュージョン・リアクションといいます）

対策として、副腎皮質ホルモン剤や解熱鎮痛剤や抗ヒスタミン剤が推奨されています。しかしなが

ら、副腎皮質ホルモン剤に関する具体的な投与方法は規定されていません。高用量の副腎皮質ホル

モン剤を繰り返し使用した場合、併用化学療法による骨髄抑制と副腎皮質ホルモン剤による免疫抑

制による影響で重篤な感染症が発現してしまう危険性があります。そのため、インフュージョン・

リアクション対策として副腎皮質ホルモン剤を高用量使用した場合と低用量使用した場合でインフ

ュージョン・リアクション発現状況にどのような違いがでるのかを調査し、インフュージョン・リ

アクションを予防する上で必要な投与量を明らかにすることを目的とする研究が計画され当院も参

加しています。またインフュージョン・リアクションが出やすい患者さんを明らかにすることも調

査します。 

 

＜調査対象＞2018 年 8 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までに CD20 陽性濾胞性リンパ腫に

対する初回治療としてオビヌツズマブを使用した患者さん 

 

＜研究期間＞ 2022 年 12 月３１日までを予定しています 

 

＜調査内容＞ 年齢、性別、病名、病期分類、治療歴、骨髄浸潤の有無、脾腫の有無、B 症状（発熱、

体重減少、盗汗）の有無、血液検査結果（AST、ALT、ALP、sIL-2R、sCr、LDH、T-Bil、WBC、

Hb、PLT）、化学療法の内容、オビヌツズマブ投与時のアレルギー予防目的の前投薬の内容、併用

薬の内容、インフュージョン・リアクション発現状況などの情報を電子カルテから収集・解析しま

す。 

 

＜主任研究者＞ 京都第二赤十字病院 薬剤部 大坪 達弥 

 

調査で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれません。研究

結果は、学会等で研究成果として発表したり出版物として公表することがありますが、その場合で

も個人情報が漏れることはありません。プライバシーは守られます。なお、本研究は当院の倫理・

臨床研究審査委員会で承認されています。本調査の趣旨をご理解いただき本調査に参加をお願いし

ます。もしそれを望まれない場合やご質問がある場合は担当者にお申し出ください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお

願いいたします。 

                       2022 年 2 月 7日 
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